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「葛塚地域の公共施設のこれから」を考えるワークショップも、
これまで４回開催されてきました。また、昨年１２月には、
ワークショップ参加者以外の⽅からご意⾒を伺うオープンハウス

（パネル展示型説明会）も開催されました。このニューズレター（広報誌）など
をご覧いただき、地域の皆様のご意⾒をお寄せください。
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公共施設のあり方について、様々な可能性を検討しています。
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解決策、狙い
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葛塚地域では、区役所新庁舎の整備や太田小の編入統合を契機として、地域の公共施設の
あり⽅や小学校の跡地の活用などについて地域の皆様と市・区役所がともに考えるワークショップ
（ＷＳ）を昨年10月から開催しています。
これまで複数の対策案について議論しましたが、今後、本ＷＳや新庁舎基本構想検討会議な

どの意⾒をふまえ、区役所新庁舎に整備する機能（新庁舎基本構想）を市でまとめます。その
後、地域の公共施設のあり⽅を示す「地域別実⾏計画」の検討を再開します。

市の検討のステップ（上段）と、
地域の皆様のご意⾒を伺う場（下段）

現 在 、 こ こ ま で 進 んで い ます ！

なぜ公共施設のあり方について検討する必要があるの？

・昭和50年代に整備された公共施設が⽼朽化し、修繕や建替え時期が⼀⻫に到来
・将来の人口減少と世代構成の変化への対応が求められている。
・現状ではすべての公共施設を維持していくことは困難 など

公 共 施 設 を
め ぐ る 課 題

人口減少や厳しい財政状況などを
踏まえ、施設に係る費用の削減や
需要に⾒合った施設規模での更新、
集約化・統廃合による施設の⾒直
しなどを⾏います。
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上記の課題に対応するため、市の基本方針を踏まえ市民と協働で施設のあり方を考えていきます。
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みなさんのご意見を
お寄せください！

1/21
第4回WS
27人参加

課題解決の狙いとなる「7つのポイント」を整理しました。
第3回までのワークショップでの議論や第1回オープンハウスでの意⾒などをふまえ、地域の公共

施設について望ましい将来の姿（課題解決の狙いとなる「7つのポイント」）を整理しました。
第3、4回ワークショップでは、これらのポイントを達成するための対策案※を議論しました。

対策案の詳細は 、次のページ に あ り ま す︕

ワークショップをはじめ、ニューズレター（広報
紙）やオープンハウス（パネル展示型説明会）
などにより、地域の皆様から様々なご意⾒を伺
います。
それらのご意⾒をふまえて、市で「地域別実⾏
計画」を策定します。

①過度な財政負担が
将来世代に残らない

③子育ての環境を整え
地域の魅力を高める

⑥災害に強く安
全な地域をつくる

⑤地域のまとまり
一体感を形成する

②空いた土地や既存の建物
の有効利用、利用率を高める
工夫、利便性向上を図る

「7つのポイント」
とは？

⑦アクセスしやすくい
公共施設配置とする

④若者・高齢者・障が
い者の居場所をつくり
地域を活性化させる

単⼀目的の施設から多機能化・
複合化施設への転換を図り、施設
規模は縮小しても、スペースの有効
活用などによりサービス機能を可能
な限り維持します。

第１回オープンハウスが開催されました！

いただいたご意⾒（抜粋）

• 課題や課題解決のねらい（財政負担を残さない）などは良く理解できる。
• 郷土博物館はあまり利用されていないので、新庁舎に展示機能が移るのは良いと思う。
• 葛塚コミセンは豊栄地区公⺠館があれば不要だと思う。葛塚コミセンはあまり使われて
いないと思う。

• 施設跡地は⺠間に活用してもらえると良い。
• 公共施設の統合、複合化は便利になって良いと思う。
• 施設を集める複合化は便利になり、良いことだと思うが、避難所は地域に点在していた
⽅が良いと思う。難しい問題だ。

区役所新庁舎に整備する機能の
基本的な考え⽅が決まり次第、
検討を再開
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昨年12月26⽇に北区役所、12月27⽇に豊栄地区公⺠館で、市の検討の状況をまとめた
パネルを展示し、職員がご来場された⽅々のご質問にお答えしたりご意⾒を伺ったりしました。
今後も、適宜オープンハウスなどを開催し、地域の皆様のご意⾒を検討に反映させます。

• 施設を新庁舎に複合化させると使いやすくなって良いかもしれない。（豊栄地区公⺠館や葛塚コミセンなど）
• 現在の区役所新館を葛塚コミセンにするのも良いと思うが、お⾦をかけすぎないようにすべき。葛塚コミセンと豊栄公⺠館を新
庁舎に入れる案もありだと思う。実際に進める際には公⺠館利用者が困らないようにすべき。

• 太田小のグラウンドは宅地分譲でも良い。地域住⺠の⼦どもの世代が地域内に家を建てられる土地がない。
• お⾦をかけず、効率的に施設は整備、維持してほしい。
• ワークショップやオープンハウス、ニューズレターなどで、情報提供や市⺠と意⾒のやりとりをしながら進めているのは良い。
• 若い人の意⾒を聞くべき。なかなか若い人は先輩⽅の前では意⾒をいいにくい。

本紙で紹介しきれ なか っ た第 2 、 3 回 ワ ー ク シ ョ ッ プ で の議論の内容や 、第 4回ワ ー ク シ ョ ッ プ
で議論 し た対策案の評価の内容につい ては 、市ホ ームページに掲載して い ま す 。

葛塚地域のこれから



6つの対策案について、議論しました。

新庁舎を中心としたコミュニティ拠点の形成

（類似施設の集約）A 中学校区の均衡ある発展

（新庁舎基本構想検討会議の意見を含む）B1

【議論の内容抜粋】
・施設を集約した⽅がワンストップで用事が足せるので、新庁舎
に多くの機能を複合させ利便性を高めるのは良い。
・新庁舎に公⺠館やコミセンが入るとスペースが狭くなり、部屋が
取りにくくなったりイベントができる空間がなくなるのでは。
・新庁舎に施設が集中すると、人の流れが変わり、現庁舎周辺
が廃れてしまうのでは。
・多世代交流は地域密着型の活動だと思うので、地元の自治
会館などの⽅が効果的な活動ができるのでは。
・コミセンは市ではなくコミ協が運営しているので、空間としても独
⽴していた⽅が管理運営がしやすく、独自性も維持できる。
・太田小跡地は、農業的な利用の可能性を考えられると良い。

【議論の内容抜粋※B2案と共通の内容】
・太田小を市有施設とし、避難所として使用できる点が良い。⽂
書館とする際は、避難所としての機能が果たせる様な配慮を。
・区役所新館にサテライトキャンパスを誘致し、大学との連携を
進められると、まちなかに若者の居場所ができ、より地域の活
性化につながるのでは。⾞が使えない大学⽣にとって、駅に近
い区役所新館は利便性が高い。
・太田小を市の施設として残すのに、⽂書館としてだけ利用する
のはもったいないので、⽼朽化している太田保育園を機能移
転したり、音楽団体の練習場所などを整備することにより、地
域活性化や⼀体感の形成に結び付けたい。

財政的効率化案物差案① 現状維持案

【案の概要】
・新庁舎以外は新たな施設整備は⾏わず維持改修のみ
・現区役所と太田小学校は売却・貸付
・遊⽔館は売却・⺠営化し、博物館は郷土資料収蔵庫や
ビュー福島潟などへ機能移転
・将来的に保育園は⺠間施設で保育需要を吸収し、廃園
（⺠間保育園に移⾏）

【案の概要】
・新庁舎以外は新たな施設整備は⾏わず維持改修のみ
・現区役所と太田小学校は売却・貸付

【案の概要】
・類似施設を集約、多機能化・複合化し、利便性や使いやす
さの向上を図る。
・新庁舎に公⺠館、コミュニティセンターを「まちづくりセンター」と
して複合化して建設
・多世代が⼀体となって集まる交流拠点を形成
・太田小は⺠間活⼒を利用した活用

【案の概要】
・地域にまんべんなくコニュニティの拠点をつくる。
・現区役所新館をコミュニティセンターに転用して有効活用を
図る。
・新庁舎に公⺠館を複合化して建設
・太田小は市施設とし、⼀部に集会施設機能を移転

【議論の内容抜粋】
・線路の北側に高い建物ができることで避難所が整備され、⽼
朽化しているすみれ保育園を建て替えられるので、防災と⼦育
て支援の双⽅で評価できる。候補地は吟味してほしい。
・コミセンや公⺠館が新館に入れば人が集まってくるので、まちに
も人が流れることが期待できる。新館にどのくらいのスペースが
取れるのかを検証し、駐⾞場の確保も考慮した上で計画を。
・これから高齢者が増えることを考えると、コミセンと公⺠館を駅か
らのアクセスの良い新館に移すのは良いと思う。これまでより大
人数で集まれる広さが確保でき、バリアフリーになることを期待。

【議論の内容抜粋】
・線路の北側に高い建物ができ、避難所として使える点が評価
できる。
・葛塚東ひまわりクラブは居住地域によってはアクセスしづらいので、
すみれ保育園が複層化され機能が強化されるのであれば、す
みれ保育園にひまわりクラブの機能も付加して、⼦育て拠点に
できると良い。
・現区役所の新館を売却・貸付することになっているが、新館は
まだ新しいのだから有効活用した⽅が無駄がないのでは。

第3、4回のワークショ ップでは、事務局が議論のために仮設定した6つの対策案について、⻑所や
課題などを議論しました。また、課題解決の狙いとなる 「 7つのポイント 」から各案を評価しました。
（評価の詳細はホームページ参照）

中学校区の均衡ある発展
（Ｃ案のすみれ保育園（機能強化）を追加）
（公民館の貸館機能を現区役所新館へ・大講堂は新庁舎へ）B2 C子育て支援の充実による人口減少対策

【案の概要】
・B1案に、C案のすみれ保育園の機能強化を追加
・新庁舎へは郷土博物館の展示機能と公⺠館の大講堂の機
能を移転し、公⺠館とコミュニティセンターの貸館機能はまち
づくりセンターとして現区役所新館に移転
・地域のコミュニティ拠点は現状より市街地、豊栄駅に近くなる。

【案の概要】
・保育機能を充実させ、安心して⼦育てしやすい環境をつくり、
若年世代の定住を促す。
・すみれ保育園の環境改善（東児童館の⼀部機能移転）
・新庁舎に公⺠館を複合化して建設
・太田小は⺠間活⼒を利用した活用(保育園＋福祉施設)
・避難所機能を確保

これまでの議論をふまえ、次回ワーク
ショップでは、再度対策案（修正案）
を提示します。
また、対策案について「7つのポイント」
から比較・検証を⾏います。

地域の意向を踏まえた売却・貸付凡例 複合化・多機能化

存続

廃止・解体

機能連携※これらの案は、比較検討のためのものであり、実現を担保するものではありません。

物差案②

※物差案①②はＡ〜Ｃ案との比較検討のための仮案です。

【各案共通の内容抜粋】
・機能集約しても現在と同等もしくはそれ以上の市⺠活動ペースを確保すると共に、飲食ができる様に運用ルール改善の検討を。
・葛塚東児童館を豊栄児童センターに機能集約してしまうと、通うのが遠くなり不便になる。現状の施設のまま維持できると良い。
・新庁舎を中心としたエリア内の施設間の移動の利便性と回遊性の向上のため、歩道や屋根付きの通路が整備できると良い。
・現庁舎と新庁舎の2つのエリアは比較的近い距離にあるので、拠点が分かれるという認識ではなく、⼀体と考えて良いのでは。
・保育園を⺠間委託にする場合は、保育の質が確保されるようにしてほしい。
・今後は⽣徒数が減っていくので、葛塚中と葛塚小の給食センターは他地区と統合した⽅が維持管理費の削減に繋がるのでは。
・健康センターと公⺠館を近接させたり、親⼦が利用できる施設を集約し利用率の向上を図るなど相乗効果が⽣まれる配置を。
・いずれの案もコミセンを廃止としているが、コミセンの建物はまだ十分使えるのだから有効活用を考えるべきだ。
・駅周辺のお店を利用したくても駐⾞場がないので困っている。区役所本館の跡地を⺠間管理でもいいので駐⾞場にしてほしい。
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・児童センターに機能集約
・⼀部機能（フリースペー
ス）を新庁舎に移転

・コミセン、公⺠館、葛塚東児童館
の機能を統合し、まちづくりセン
ター化し複合化
・博物館の展示機能複合化
・多世代交流機能を付加

売却・貸付
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・公⺠館の機能複合化
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・新館はコミセンに転用し
活用
・本館は解体し、敷地の
⼀部売却
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（例 ⽂書館など）

農村公園

新庁舎

・公⺠館の大講堂機能複合化
・博物館の展示機能複合化

・コミセンと公⺠館を機能
統合、まちづくりセンター
化し、新館に移転
・本館は解体し、敷地の
⼀部売却

・児童センターに機能集約
・⼀部機能（フリースペース）
をすみれ保育園に移転

移転、複層化し
防災機能付加

健康センター・
さわやか⽼人福祉センター ビュー福島潟

豊栄総合体育館
・ゲートボール場

豊栄図書館

葛塚コミセン

豊栄地区公⺠館

⽂化会館

葛塚東
児童館

郷土博物館

北区役所 新館
北区役所 本館

郷土資料
収蔵庫
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その他の
空きスペースへ

⺠間による運営
保育園機能＋
福祉施設など

太田小学校
（避難所協定）

収蔵物移管


